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研究成果の概要 

 

 2022年度は，信頼モデルの精緻化を中心に，認知・AI性能モデル構築，較正キューデザイン，

そしてタスク AIの開発とデータ収集を行った． 

1. 信頼モデルの精緻化と信頼できる XAI：AIのアピアランス，ビープ音，説明の解釈可能性，タ

スクの難易度，タスク構造などの要因が信頼に与える影響を参加者実験と統計的分析，SEM

（構造方程式モデリング）により解明した．また，Dynamic SEMをベースに過不信を直接予測

する方法論を開発した．さらに，AIへの依存度指標を Transformerで予測し，信頼を維持し

つつ XAIの説明提示を制御できる信頼できる XAIを開発し，CAPTCHA と自動運転 UIで

評価した． 

2. 認知性能モデルと AI性能モデルの開発：心理物理とガウス過程回帰を基に人間の性能モデ

ルである認知性能モデルの構築方法を開発した．一方，同一の学習アルゴリズムを用いて両

モデルを構築できること，当初のタスク成功確率の代わりにより柔軟な confidenceを単位とし

て導入することなどを議論し，研究を計画した． 

3. 較正キューのインタラクションデザイン：拡張現実 ARベースのナッジ・ブースト技術を利用し

て，較正キューのプロトタイピングを行った．また，AIに対する拒否反応である algorithm 

aversionについて，特に医師や一般患者の algorithm aversionを抑制するためのインタラクシ

ョンデザインの方法論を参加者実験により構築した． 

4. 人間-AI協調診断のためのタスク AIの開発：胸部 X線画像と発達障害のスクリーニングを

行うタスク AI開発とデータ取得を開始し，部分的に完了した．また，人間-AI協調読影のプロ

トタイピングを行い，参加者実験による実験計画を立てた．発達障害スクリーニングでは，三

角描画等のデータ収集を一部完了し，時系列分析によってスクリーニングを実現した．なお，

これらの研究は，タウンミーティングにより，実験倫理的に問題なく実施されている． 

追加予算を用いて購入した高性能 PCを用いて，リライアンス予測モデルの Trasnformerの学

習および強化学習を効率的におこなうことができた． 
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